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名称 名称 株式会社内⽥洋⾏ 内⽥洋⾏有限公司

創業 基⽯ 1910年（明治43年）2⽉

設⽴ 创⽴ 1941年（昭和16年）5⽉

本社 总部
〒104-8282 東京都中央区新川2丁⽬4番7号

东京都中央区新川2-4-7
資本⾦ 资本 50億円 50亿⽇元（2025年7⽉20⽇現在 截⾄2025年7⽉20⽇）

売上⾼ 销售额 337,055百万円（2025年7⽉度連結）
337.055亿⽇元（截⾄2025年7⽉的合并数据）

代表者 代表 代表取締役社⻑ ⼤久保 昇 代表董事社⻓ ⼤久保 昇

社員数 员⼯⼈数 3,272⼈(連結)（2025年7⽉20⽇現在）
3,272⼈（合并数据）（截⾄2025年7⽉20⽇）

現在創業115年 距创⽴已115年

会社概要 公司简介
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公共関連事業 公共部⻔业务
（教育・⾃治体 教育和地⽅政府）

オフィス関連事業
办公相关业务

情報関連事業
信息相关业务

「公共の場、学びの場」をデザインする
公共空间与学习环境的设计

⼈を中⼼に「働く場」をデザインする
设计以⼈为本的“⼯作场所”

お客様の経営の「変⾰と成⻑」をご⽀援する
助⼒您的企业转型与成⻓

教育・公共機関のお客様へのシステム、サービス、
製品などの提供を通じて地域イノベーションを促進し、
豊かな地域社会の発展に貢献します。
通过向教育和公共部⻔的客户提供系统、服务及产品，
我们推动区域创新，促进社区的繁荣发展。

組織を強くする⾏動の連鎖を⽣むための、
ヒト・コト・モノの最適なつながりを考え、
新しいオフィスを皆様にご提案します。
为了产⽣强化组织的良性⾏动链，
我们致⼒于思考⼈与事、物之间的最佳连接，
并向各位提出全新的办公空间⽅案。

様々な分野・業種に対応した業務システムや
ソフトウェア、IT製品をベースに、お客さまの
視点に⽴ったベストソリューションをご提供します。
我们⽴⾜于⾯向不同领域和⾏业的定制化业务系统、
软件及IT产品，从客户视⾓出发提供最优解决⽅案。

情報の価値化と知の協創をデザインする
设计信息增值与知识共创

会社概要 公司简介
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内⽥洋⾏の事業構造 内⽥洋⾏的商业结构

ＩＣＴが事業の基盤となる 信息通信技术是商业的基础。

35％

65％

オフィス関連分野
办公相关业务

公共関連分野
公共部⻔业务

情報関連分野
信息相关业务

信息通信技术相关业务

环境设计与实施业务



幅広い商品・ソリューションで
「学びの場」をトータルサポートしています。
我们凭借丰富的产品和解决⽅案，为学习环境提供全⾯⽀持。

教育機関への教材やコンテンツの
開発・販売、学校空間デザイン、
ICTシステムの構築を⾏うほか、
内⽥洋⾏教育総合研究所では
次世代教育に関して学校・⾏政・
研究機関などと共に研究活動を
⾏っています
内⽥洋⾏教育综合研究所除了
⾯向教育机构的教材与教学内容的开发与销售、
设计校园空间、构建信息通信技术系统外，
还与学校、政府部⻔及研究机构合作，
开展关于下⼀代教育的研究活动。

当社の学校分野の取組 我们在学校领域的举措
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规划与运营

⼈⼒资源设施

教学材料和设备

⺴络

学校ICT環境の状況 学校信息通信技术环境现状

児童⽣徒１⼈当たりの端末台数
每名学⽣配备的设备数量

端末台数
设备数量
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截⾄2025年3⽉1⽇ 截⾄2025年3⽉1⽇

2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3

学⽣⼈数

学习者⽤计算机数量



学校ICT環境の状況 学校信息通信技术环境现状

普通教室の通信環境
标准教室的⺴络环境

インターネット接続状況
学校⺴络连接状态
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截⾄2025年3⽉1⽇ 截⾄2025年3⽉1⽇

2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3

学校总数

低于100Mbps

⼤于100 Mbps，⼩于1 Gbps

⼤于6G bps，⼩于10 Gbps

⼤于10G bps

（参⻅：配备⽆线局域⺴或移动通信系统
（如LTE）互联⺴接⼊功能的标准教室⽐例）

标准教室的⽆线局域⺴覆盖率

标准教室中移动通信系统（如LTE）的部署率

学校ICT環境の状況 学校信息通信技术环境现状

普通教室の⼤型提⽰装置整備率
标准教室中⼤型显⽰设备的安装率

教員⽤コンピュータの整備率
教师⽤计算机的配备率
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截⾄2025年3⽉1⽇ 截⾄2025年3⽉1⽇

2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2025.3

配备计算机⽤于⽇常⼯作的教学⼈员⽐例

配备教学⽤计算机的教师⽐例



1⼈1台・1アカウントを使った学習
調査実施・教育データ活⽤ができる学習eポータル
利⽤“⼀⼈⼀机・⼀账号”的学习⽅式
可开展调查并活⽤教育数据的学习 e-⻔户

1⼈1台端末を活⽤するために 促进向每位学⽣发放的计算机的使⽤
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申込団体 申请团体
（教育委員会・学校法⼈.   教育局、学校公司）

約 ⼤约832
学校 学校

約 ⼤约12,000

全国の⼩中⾼の導⼊シェア38%
在全国⼩学、初中和⾼中市场中占据38%的份额

導⼊実績 实施业绩
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を中⼼とした 教育デジタルエコシステムの推進

校務支援システム 学習支援システム

学習記録データ可視化・分析

ダッシュボード
Learning Analytics 

Process LRS ・・・

学籍（名簿）管理

成績処理

健康情報管理

保護者連絡

・・・

学習ツール・アプリ

協働学習ツール

CBTシステム

デジタル教科書

ドリル

・・・

OneRoster®

OneRoster®

LTI®

OneRoster®
LTI® xAPI

L-Gate連携サービスの拡充
L-Gate集成服务扩展

１EdTech技術標準対応推進
推动1项教育技术标准合规

（当社・他社）
（本公司/其他公司）

名簿連携・LTI
による連携推進

名单同步和LTI促进集成
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推进以L-Gate为核⼼的教育数字⽣态系统

校务⽀持系统

档案（名单）
管理

成绩处理

健康信息管理

联系家⻓

学习⽀持系统

学习数据可视化，分析

数据⾯板 学习分析过程 学习记录存储库
…

…

学习⼯具与
应⽤程序

协作学习⼯具

训练

内⽥洋⾏ 教育総合研究所のご紹介 内⽥洋⾏有限公司教育综合研究所简介

教育アセスメント 教育评估 調査・研究 调查与研究
教育コミュニティづくり

构建教育社区

学⼒・学習状況調査をはじめとする教育
施策の検証、学習改善に役⽴てるための
アセスメントから、 ⼊試・資格／検定試験
まで、実施に必要な業務・サービスを提供
しています。
我们提供从学⼒与学习状况调查等教育政策
验证、到⽤于学习改进的各类评估以及⼊学
考试、资格／认证考试等所需的各项业务与
服务。

中央省庁や地⽅⾃治体等から、これから
の教育に資する様々な調査・研究・開発
事業を受託し、これを推進しています。また
⼤学や学術研究機関との研究受託・共同
研究を⾏っています。
我们承接并推进由中央政府部委、地⽅政府
及其他机构委托的各类调查、研究与开发项
⺫，为未来教育发展贡献⼒量。同时，我们
也接受研究委托，并与⾼校及学术研究机构
开展合作研究。

全国でご活躍されている研究者や、
⼩・中・⾼等学校の先⽣⽅、保護者、
教育に関⼼のあるすべての⽅々に向
けた、教育イベントや、Webサイトを運
営しています。
我们⾯向全国活跃研究⼈员、中⼩学
教师、家⻓及所有教育爱好者运营教
育活动与⺴站。
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内⽥洋⾏ 教育総合研究所のご紹介 内⽥洋⾏有限公司教育综合研究所简介

調査・研究 调查与研究

中央省庁や地⽅⾃治体等から、これからの
教育に資する様々な調査・研究・開発事
業を受託し、これを推進しています。また⼤
学や学術研究機関との研究受託・共同研
究を⾏っています。
我们承接并推进由中央政府部委、地⽅政府
及其他机构委托的各类调查、研究与开发项
⺫，为未来教育发展贡献⼒量。同时，我们
也接受研究委托，并与⾼校及学术研究机构
开展合作研究。

■2023年より⽂部科学省「リーディングDXスクール事業」を受託し、⽣成AIパイロット校
による実践創出・展開の⽀援、報告書の取りまとめを受託

⾃2023年起受⽂部科学省（MEXT）委托，负责实施“领先DX学校项⺫”，⽀持⽣成式AI
试点学校创建与实践部署，并编纂相关报告

■2023年度・2024年度⽣成AIパイロット校の報告書をもとに、初等中等教育における
⽣成AIの利活⽤について調査分析し、⽇本教育⼯学協会（JEAET)で発表
基于2023及2024学年度⽣成式AI试点学校的报告，开展中⼩学教育中⽣成式⼈⼯智能应⽤

的研究与分析，并在⽇本教育⼯程协会（JEAET）会议上发表研究成果

⽣成AIパイロット校（2年間）の活⽤実践報告を
522件掲載しています。
我们已发布522份关于⽣成式⼈⼯智能试点计划
（为期两年）实际实施情况的报告。

Copyright 2025 UCHIDA YOKO Co., Ltd. All Rights Reserved. 13

■⽣成AIの初等中等教育における活⽤に関する弊研究所の取組
本所关于在中⼩学教育中运⽤⽣成式⼈⼯智能的举措

⽇本における⽣成AIの教育活⽤の流れ ⽇本⽣成式⼈⼯智能在教育领域的应⽤趋势

⽂部科学省
「初等中等教育段階における⽣成AIの利⽤に関する

暫定的なガイドラインver1.0」公表
发布《中⼩学教育中⽣成式⼈⼯智能应⽤暂⾏指南 ver1.0》

⽣成AIパイロット校
52校で実践創出

⽣成式⼈⼯智能试点学校：
52所学校创建课堂实践⽅案

⽣成AIパイロット校
66校で実践創出

⽣成式⼈⼯智能试点学校：
66所学校创建课堂实践⽅案

⽣成AIパイロット校
120校で実践創出

⽣成式⼈⼯智能试点学校：
120所学校创建课堂实践⽅案

2023年

2023年 2024年

⽂部科学省
「初等中等教育段階における⽣成AIの利活⽤
に関するガイドライン（Ver2.0）」公表

发布《中⼩学教育中⽣成式⼈⼯智能应⽤指南 ver2.0》

2024年

2025年

【基本的な考え⽅／基本⽅针】
□校務利⽤と学習利⽤

⽤于校务与学习
□⼈間中⼼の利活⽤ 以⼈为本的利⽤
□情報活⽤能⼒の育成強化

加强信息素养发展

【基本的な考え⽅／基本⽅针】
□限定的な利⽤から始める 从⼩范围开始实施
（パイロット的な取組による検証 通过试点项⺫进⾏验证）
□情報活⽤能⼒を育む教育活動の充実

加强培养信息素养的教育活动
□教員研修や校務での適切な活⽤に向けた取組推進

推动在教师培训与校务中的使⽤
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⽂部科学省
「初等中等教育段階における⽣成AIの利活⽤
に関するガイドライン（Ver2.0）」公表

《中⼩学教育中⽣成式⼈⼯智能应⽤指南 ver2.0》发布

2024年

【基本的な考え⽅／基本⽅针】
□校務利⽤と学習利⽤ 校务与学习应⽤

□⼈間中⼼の利活⽤ 以⼈为本的利⽤
□情報活⽤能⼒の育成強化

加强信息素养发展

教職員が校務で利活⽤する場⾯ 教师利⽤该系统进⾏学校管理的场景

教職員が⽣成AIの仕組みや特徴を理解した上で、⽣成された内容の適切
性を判断できる範囲内で利⽤するという前提で、校務において⽣成AIを
積極的に利活⽤することは有⽤であると考えられる。 
在教职⼯理解⽣成式⼈⼯智能的运作机制和特性，并能够判断⽣成内容是否
在恰当的范围内使⽤的话，在学校管理中积极运⽤⽣成式⼈⼯智能是有益的

児童⽣徒が学習活動で利活⽤する場⾯ ⼉童和学⽣参与学习活动的情境

児童⽣徒にハルシネーションやバイアス等の⽣成AIの基本的な仕組みや特徴を理解
させた上で、⽣成AIに全てを委ねるのではなく⾃⼰の判断や考えが重要であることを
⼗分に認識させられるか、適正な評価の阻害や不正⾏為に繋がらないか、⽣成AIの
出⼒を基に深い意味理解を促し、思考⼒を⾼める使い⽅をできるかなど、発達の段
階や各教科等における学習の状況等を含む児童⽣徒の実態を踏まえ、そうした教
育活動が可能であるかどうかの⾒極めが重要である。
确保学⽣理解⽣成式⼈⼯智能的基本机制和特征（如幻觉和偏⻅）⾄关重要，同时必
须让他们充分认识到⾃主判断与思考的重要性，⽽⾮完全依赖。还需考量此类技术是
否可能妨碍正常评估或引发学术不端⾏为。必须结合学⽣实际情况——包括其发展阶
段及各学科的学习情境——评估此类教育活动的可⾏性。这包括判断学⽣能否基于⽣
成式⼈⼯智能的输出结果，运⽤该技术促进深度理解并提升批判性思维能⼒。

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-000030823_001.pdf

パイロット校による先⾏取組事例や、⽂部科学省等が実施
してきた研修や利⽤可能なコンテンツ例も掲載されている
（参考資料編）
试点学校的先进案例、⽂部科学省等开展的培训项⺫和可参
考的范例均收录于此（参考资料部分）

⽇本における⽣成AIの教育活⽤の流れ ⽇本⽣成式⼈⼯智能在教育领域的应⽤趋势
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⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

吉澤⽇花⾥、井上信介、⻄本周平、志儀孝典（2025）
⽣成AIパイロット校の活⽤実践に関する整理と考察-２年間の変遷を踏まえて- ⽣成AI试点学校的实践应⽤梳理与考察̶̶基
于两年发展历程的思考

パイロット校の実践から、⽣成AIがどのような役割で使われているかが⾒えてきた 试点学校的实践揭⽰了⽣成式⼈⼯智能正在发挥的作⽤。
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Ⅰ創造・発想
Ⅰ 创造与构思

①アイデア出し 头脑风暴

②思考の洗練・深堀 深化与完善思路

③計画・案の作成 规划与提案起草
④絵や⾳楽・物語等の作成

创作艺术作品、⾳乐、故事等

Ⅱ⽂書・
ドキュメント
作成
II ⽂档创建

⑤⽂書のたたき台作成 初稿⽂件撰写

⑥⽂章の校正・添削 ⽂本校对与编辑

⑦要約 内容提要

⑧翻訳 翻译

Ⅲデータ
処理・分析
III 数据处理与

分析

⑨データの整理・分析 数据整理与分析

⑩画像や動画からの情報読み取り
从图像和视频中提取信息

Ⅳ学習・問題解決⽀援
IV. 学习与问题解决的⽀持

⑪チェック・評価 检查与评估

⑫説明・解説 讲解与评述

⑬問題⽣成 提问

⑭プログラム・コード作成
 写编程与代码

⑮問題解答・計算
问题解决与计算

⑯発⾳チェック 发⾳检查

⑰⽂章の読み上げ 句⼦朗读

Ⅴ対話・
コミュニケーション

V. 对话与交流

⑱ディベート相⼿ 辩论搭档

⑲ペルソナを演じさせる
⼈物⾓⾊扮演

⑳英会話の相⼿ 英语会话伙伴



⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

https://leadingdxschool.mext.go.jp/achieve/ai/

単元計画・評価ルーブリックの作成⽀援 指導案作成時の発問/回答シミュレーション

教職員の校務利⽤ で、よくみられた、計画や案の作成に関する事例
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教职⼯在计划书和提案书的制作过程中常⻅的案例

使⽤ChatGPT为每个学科和单元创建评估量表草案，以辅助单元规划和学习评估。

⽤于学校事务：辅助⼯具，
⽤于规划基于聊天的教学单元

⽤于教学场景：将⽣成式⼈⼯智能作为模拟教学助⼿，实时响应课堂提问。

模拟教学的指令

⽀持创建单元计划和评估量表 教学设计时的提问/回答模拟

⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

https://leadingdxschool.mext.go.jp/achieve/ai/

教職員の校務利⽤ で、よくみられた、⽂書のたたき台作成に関する事例

保護者向けおたよりの作成⽀援
⾯向家⻓的通讯制作⽀持

学校ホームぺージ⽂書の作成⽀援
⽀持创建学校⺴站⽂档
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教职⼯在校务中常⻅的⽂件案例

⼩学⼀年级教师在为家⻓制作⽂件（如班级通讯）
时，将Study Pocket for Teacher（GPT-4o）作
为顾问⼯具，在过程中获得⽀持。

在创建⽂档时，可提供诸如获取⽂档范本并将其结
构化为清晰⽂档等⽀持。通过优化提⽰词，可使输
出结果更接近预期⺫标。

指令 ②

指令 ③



⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

https://leadingdxschool.mext.go.jp/achieve/ai/

教職員の校務利⽤ で、よくみられた、データの整理分析に関する事例

学校評価アンケートの分析
学校评估问卷分析

授業研のアンケート結果をマインドマップ化
将教学研究会议的问卷调查结果转化为思维导图
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教职⼯在校务中常使⽤的数据管理与分析的范例

学校评估家⻓问卷⾃由回答部分的分析

⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

https://leadingdxschool.mext.go.jp/achieve/ai/

英⽂で画像⽣成しながら、的確な英語表現を⾝に付けさせる
⽣成英⽂图像，同时帮助学习者掌握精准的英语表达

学芸会のシナリオつくりや、⼤道具（背景画像）の作成⽀援
协助编写学校⽂化节剧本及⼤型道具（背景图像）的制作

児童⽣徒の学習場⾯利⽤ で、よくみられた、絵や⾳楽,物語等の作成に関する事例
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在学⽣的学习情境中常⻅的关于绘画、⾳乐、故事等的案例

＜教育⽤途＞③运⽤图像⽣成AI提升英语写作能⼒ ＜教育⽤途＞④六年级综合学习：‘让我们创作⾃⼰的戏剧’——为学校艺术节创作原创剧本



⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

https://leadingdxschool.mext.go.jp/achieve/ai/

⽣徒の意⾒に対して⽣成AIに新たな視点を提⽰してもらい、
意⾒を磨き上げる借助⽣成式AI为学⽣的意⻅提供新的视⾓，

帮助他们进⼀步润⾊与提升观点

児童が⾃分の考えを持つために、壁打ち相⼿として活⽤
⽤于帮助学⽣整理思路、形成观点，相当于⼀个可以练习对话的伙伴

児童⽣徒の学習場⾯利⽤ で、よくみられた、思考の洗練・深掘に関する事例
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在学⽣的学习情境中常⻅的深化与拓展思维的案例

＜教育⽤途＞①⼀年级社会课课堂实践
＜教育⽤途＞③六年级社会课《我们的⽣活与政治》——来学习札幌市的除雪⼯作吧

⼀堂关于理解札幌市除
雪体系并形成⾃⾝对其
成本效益⻅解的课程

⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

https://leadingdxschool.mext.go.jp/achieve/ai/

事前に教員が、⼦どもの問いにすぐ答えを
出⼒するのではなく、⼦ども⾃⾝が答えを出
せるように導びくよう、プロンプトを設定

児童⽣徒の学習場⾯利⽤ で、2024年度から新たにみられた、多⾯的な⽀援に関する事例

⽣成AIを単なる情報提供ツールではなく、
学びの伴⾛者として活⽤
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2024学年在学⽣学习环境中观察到的新型的多维度⽀持案例

教师提前设置引导性提⽰，引导孩⼦⾃主寻找
答案，⽽⾮直接提供问题的答案

⽣成式⼈⼯智能不仅是提供信息的⼯具，
更要作为学习伙伴来活⽤

引导学⽣得出答案



⽣成AIパイロット校における活⽤の動向 试点学校⽣成式⼈⼯智能应⽤趋势

吉澤⽇花⾥、井上信介、⻄本周平、志儀孝典（2025）⽣成AIパイロット校の活⽤実践に関する整理と考察-２年間の変遷を踏まえて-

【⽣成AI⾃体を学ぶ段階】 【使い⽅を学ぶ段階】 【各教科の学びにおいて積極的に⽤いる段階】

⽣成AIを理解・体験することが主な⽬的
主要⺫的是理解和体验⽣成式⼈⼯智能

実際の授業で⽣成AIを活⽤していく
在实际教学中运⽤⽣成式⼈⼯智能

児童⽣徒の学習場⾯利⽤ でみられた、活⽤段階別の傾向

「絵や⾳楽、物語等の作成」における活⽤が最も多く、
⽣成AIの新規性や楽しさを体験させる「⾒せ⽅」としての創造的な
活⽤が⽬⽴つ
最常⻅的应⽤领域在于艺术创作、⾳乐制作、故事编写及类似作品的⽣成，
其中呈现⽅式的创新运⽤使⽤户得以体验⽣成式⼈⼯智能带来的新颖体验与
乐趣

「思考の洗練、深掘」や「チェックや評価」で多く活⽤されて
おり、学習課題の解決に直結するような使い⽅が
⽬⽴つ
它常被⽤于“精炼和深化思考”或“检查和评估”，
其使⽤尤其直接关联到解决学习难题
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在学⽣学习过程中各阶段利⽤变化趋势

[学习⽣成式⼈⼯智能是什么的阶段] [学习如何使⽤它的阶段] [在各学科学习中主动运⽤它的阶段]

現場の受け⽌め 教师的感受

学習指導案作成について作業時間が
90分⇒60分に短縮された

教職員の校務利⽤ については、業務効率化の効果が肯定的に受け⽌められている
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备课所需时间已从90分钟缩短⾄60分钟

教职⼯使⽤该系统提升了各项业务的效率，收到好评



現場の受け⽌め 教师的感受

学習指導案作成について作業時間が
90分⇒60分に短縮された

教職員の校務利⽤ については、業務効率化の効果が肯定的に受け⽌められている

⽂書作成及び校正について作業時間が
50％削減された
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教职⼯使⽤该系统提升了各项业务的效率，收到好评

备课所需时间已从90分钟缩短⾄60分钟

⽂档创建与校对任务的⼯作时间减少了50%

現場の受け⽌め 教师的感受

学習指導案作成について作業時間が
90分⇒60分に短縮された

教職員の校務利⽤ については、業務効率化の効果が肯定的に受け⽌められている

⽂書作成及び校正について作業時間が
50％削減された

学校Webページの記事作成負担が軽減さ
れることで、更新頻度が前年⽐2.31倍
になった

Copyright 2025 UCHIDA YOKO Co., Ltd. All Rights Reserved. 26

备课所需时间已从90分钟缩短⾄60分钟

⽂档创建与校对任务的⼯作时间减少了50%

学校⺴站内容创建的负担得到减轻，
更新频率较上年提升了2.31倍

教职⼯使⽤该系统提升了各项业务的效率，收到好评



現場の受け⽌め 教师的体会和感受

⽣成AIを活⽤して短期間で多様な意⾒を得
ることができ、議論が深まり、⽣徒の批判的
思考⼒や多⾯的に物語を考える
⼒が向上した

児童⽣徒の学習場⾯利⽤ では、⽣成AIを使うことで「深い学び」につながったという声もある

Copyright 2025 UCHIDA YOKO Co., Ltd. All Rights Reserved. 27

在学⽣的学习情境中应⽤⽣成式⼈⼯智能，有研究指出其能促进“深度学习”

通过运⽤⽣成式⼈⼯智能，可在短时间内汇集多
元观点，深化讨论，从⽽提升学⽣的批判性思维
能⼒，并培养其从多⾓度审视叙事的视⾓。

＜教育⽤途＞③ ⽤于信息素养技能的培养

各⼩组就2030年能源结构达成共识后，运⽤⽣成式⼈⼯
智能激发新视⾓与批判性意⻅，从⽽深化讨论。
具体⽽⾔，当某⼩组形成“应提⾼可再⽣能源占⽐”的
共识时，向⽣成式AI提问：“这⼀观点背后存在哪些挑
战？”AI随即指出：“我们还需考量成本与稳定供应的
挑战。”基于这⼀内容重新构建了讨论。⼩组成员由此
突破单纯陈述观点的局限，得以从多维度重新审视能源
结构，最终形成更具现实可⾏性的⽅案。

現場の受け⽌め 教师的感受

⽣成AIを活⽤して短樹幹で多様な意⾒を得
ることができ、議論が深まり、⽣徒の批判的
思考⼒や多⾯的に物語を考える
⼒が向上した

児童⽣徒の学習場⾯利⽤ では、⽣成AIを使うことで「深い学び」につながったという声もある

⽣成AIを相⼿に英会話を⾏うことで、⾃分⾃
⾝の⼒に応じて⾃⼰調整しながら学
習を進めることができた。また、恥ずかしさが
無く積極的に会話練習ができ、聞く⼒・話
す⼒が向上した。
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在学⽣的学习情境中应⽤⽣成式⼈⼯智能，有研究指出其能促进“深度学习”

通过运⽤⽣成式⼈⼯智能，可在短时间内汇集多
元观点，深化讨论，从⽽提升学⽣的批判性思维
能⼒，并培养其从多⾓度审视叙事的视⾓。

通过⽤英语与⽣成式⼈⼯智能对话，学⽣得以根据⾃⾝能
⼒⾃主调整学习进程。此外，学⽣能够主动练习对话⽽不
感到尴尬，从⽽提升了听⼒和⼝语能⼒。

我已经能够听懂⽇常话题中重要的的信息。 我现在能够运⽤简单的短语和句⼦，就感兴趣
的话题进⾏即兴发⾔。

＜教育⽤途＞③利⽤⽣成式⼈⼯智能优
化英语会话课程

⾃我调整

协作学习



⼀⽅…活⽤推進に向けて⾒えてきた様々な課題

データの取扱に関する不安 活⽤の推進に関する課題

個⼈情報の取り扱い
や著作権の考え⽅
が良くわからないから
使い出せない

⾃治体や教育委員
会のセキュリティポリ
シーが最新技術に
追いついていない

得意な先⽣だけが
使っていて学校全体
では広まっていない

⼦どもの学びを深め
るための⼿段の⽣成
AIだが、「⽣成AIを
使うこと」が⽬的に
なっていないか…

使ったら効率的なの
はわかるけど、時間
が無くて試しに触って
みる時間もない

⽣成AI活⽤のあるべき姿
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另⼀⽅⾯……在推进使⽤⽣成式⼈⼯智能过程中看到的各种挑战

关于数据处理的担忧 促进利⽤⾯临的挑战

因为不太清楚个⼈信息是
如何处理的，也不清楚版
权⽅⾯的考虑，所以还没
有使⽤

地⽅当局和教育委员会的
安全政策未能跟上最新技
术的发展步伐

只有某些会⽤的教师在⽤，
它尚未在全校范围内普及

知道它能提⾼效率，但实在太忙
了，连试⽤⼀下的时间都没有

⽣成式⼈⼯智能应⽤的理想⽅法

⽣成式⼈⼯智能本来深化学习者学习
的⼿段，但是越来越多的⼈在⽤。
“使⽤⽣成式⼈⼯智能”本⾝是否已
沦为⺫的？

⽣成AIと校務⽀援システムのダッシュボード機能等との連携に関する開発
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⽣成式AI与校务⽀援系统仪表板等功能联动的开发

事業概要 业务概述）
⽬的︓校務DX推進、⽣成AIによる業務効率化

推进学校⾏政数字化转型，通过⽣成式⼈⼯智能提升运营效率

期間︓令和7年4⽉〜令和8年3⽉末
周期：2025年4⽉⾄2026年3⽉

実証⽬的 概念验证⺫标）
・校務⽀援システムと⽣成AIの連携で教職員の負担軽減

通过将学校⾏政⽀持系统与⽣成式⼈⼯智能集成，减轻员⼯⼯作负荷

・個⼈情報を含むデータを安全に扱うセキュア環境構築
建⽴处理含个⼈信息数据的安全环境

・校務業務の⾃動化・精度向上（通知表、クラス編成等）
⾃动化处理并提升学校⾏政事务（成绩单、班级编组等）的准确性

機能概要 功能概述

・ダッシュボード(カルテ）のサマリ⽂書作成・提⽰
通过仪表盘⽣成并展⽰摘要⽂档（案例记录）

・通知表の⽂章評価（所⾒）案の作成、チェック
成绩单评语的起草与审核（观察记录）

・学級編成の提案、チェック
班级编组⽅案的提案与核查

セキュリティ対策 安全措施）
・職種別アクセス権設定 基于⾓⾊的访问权限配置

・ハルシネーション抑制 幻觉抑制机制

・教育情報セキュリティガイドライン準拠 符合《教育信息安全指南》规范



教育総合研究所としての今後の関わり

官公庁等の受託事業や⼤学との共同研究を通し、⽣成AIの教育利⽤における有⽤性や課題につ
いて引き続き調査し、学校現場の課題を解決し、未来を⽣きる⼦供たちが⽣きる⼒を⾝に付け
られる教育が実現できるような、成果を報告・発信し続けていきます。
通过与政府机构的委托项⺫及与⾼校的共同研究，我们将持续探索⽣成式⼈⼯智能在教育领域的机遇与挑战。
同时不断解决学校现场出现的问题，并持续地向社会公开研究成果，实现有利于提⾼孩⼦们未来“⽣存⼒”
的教育。
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未来作为内⽥洋⾏教育综合研究所的参与


